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　ヒューマンインタフェース研究者をはじめとして世の中の多くの研究者は、より良い世界を作り出すために
日々研究を続けている。そして自分が考える技術が世の中のためになり、それにより多くの人が幸せになり、よ
り良い社会が実現できると信じている。しかしながら、世界を取り巻く問題には簡単で明快な解決策がない場合
が多く、それらの問題はトラジッションデザインの分野では Wicked Problems（意地悪な問題）と呼ばれている。
SDGs がこれらの問題に対する解の一つの方向性であることは否定できないが、その中でも気候変動の問題がこ
とさら強調され CO2 の削減が全てに優先されるという現状を鑑みて、そこからつながっていく未来の方向性に私
は強い疑問を持っている。未来に対する不確実性の大きさを認める勇気を持ち、それに対して広く可能性のある
トランジッションを考えて行くことが重要なのではないだろうか。
　話が広がりすぎてしまったが、ヒューマンインタフェースの分野においては「良い・悪い」の判断基準は比較
的明確で、多くの人にとって「良い」システム・インタフェース・サービスの実現を目指すことは、他の分野と
比べると比較的容易であると考えることができる。しかしながら、研究者視点で「良い」と思って開発したシス
テムが、現実的には受け入れられない、又は開発者が意図した使われ方がされずネガティブな受け入れられ方を
されてしまう可能性は否定できない。更に、開発したシステムが本当に「良い」ものであったとしても、それが
役に立てば立つほど人はそれに適応して依存してしまい、それがなくては生きていけない状況になってしまうこ
とも懸念される。今、人工知能という名の下に、ビッグデータと機械学習に基づく技術に大きな期待が集まって
いる。人工知能の普及で人間の仕事が奪われるのではないかと危惧している人は思いのほか多い。しかし、ここ
で声を上げなければならないのは人と機械の関係の有るべき姿を長年研究してきた我々ヒューマンインタフェー
スの研究者ではないのだろうか。人間の素晴らしさ、そしていい加減さ、それでも社会が成り立っている仕組み。
それを現実的な社会の中で最も広く、俯瞰的に認識しているのが我々ヒューマンインタフェースの研究者である
と私は信じている。ビッグデータと機械学習が実現するある視点からは非常に優れてはいるが、偏りがあり危う
い能力をどのように使いこなしていくのか。それを明らかにするのが今後のヒューマンインタフェース研究の大
きな課題であると私は考えている。


